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建築概要
１）ハイテクＲ＆Ｄセンター
建 設 地：東京都清瀬市下清戸4丁目640番地
設計・施工：ñ大林組
階数：地上5階、地下1階　竣工：1986年8月

２）渋谷清水第1ビル
建 設 地：東京都渋谷区渋谷1丁目11番1～2
設計・施工：ñ大林組
階数：地上5階、地下1階　竣工：1988年4月

３）無機材質研究所無振動棟
建 設 地：茨城県新治郡桜村並木1－1
設計：建設省　施工：ñ大林組
階数：地上1階、地下0階　竣工：1988年3月

４）東京都老人総合研究所ＰＥＴ棟
建 設 地：東京都板橋区仲町1番1号
設計：東京都、ñ久米設計　施工：ñ大林組
階数：地上2階、地下1階　竣工：1990年3月

本システムは、支承部と減衰装置の分離による応用性の

高い汎用システムである。具体的には梁のロングスパン化

による柱本数低減で免震建物の長周期化を図り、また欧米

並みの意匠性に努めている。支承に3秒前後対応の天然

ゴム系積層ゴムを使用し、主減衰装置に材料力学的に明解

な鋼棒ダンパーを用い、中小地震対策として補助ダンパー

を使用している。

1. 支承部に水平方向2秒対応の積層ゴムが主流な当時3

秒前後対応の天然ゴム系積層ゴムをメーカーと共に開

発し使用。

2. 主減衰装置には、レベル2の地震を2回以上経験でき

る累積エネルギー吸収能力の高い3連梁式鋼棒ダンパ

ー（塑性変形能力の高いクロムモリブデン鋼を使用）

を開発し使用。

3. 中小地震対策として鋼棒が降伏するまでの減衰を補完

するため補助ダンパーとして、摩擦ダンパーやオイル

の粘性抵抗を利用したオイルダンパーを使用。

4. 高精度電子顕微鏡に対する常時微動の影響を除くため

に、本免震システムと空気バネによる除振台を組み合

わせて使用。

5. 電車通過に伴う鉛直方向の微振動対策には、5hzの厚

肉天然ゴム系積層ゴムと鉛直方向の減衰装置としてシ

リコンを用いた粘性ダンパーを使用。

周期三秒前後の建物免震に関する一連の研究

選評
新耐震設計法が使われ始めた1981年を前後して、

大学の研究者、設計事務所、施工会社、メーカなどは
免震構造に関する研究を開始した。それまでの震度
0.2の水平力に対して許容応力度設計をすることだけ
では十分な耐震性は得られないことが、法律の面でも
はっきりしたことが契機になった。このたび、技術賞
を贈ることになった技術はこの時代に実用化も含めて
開発された免震構造に関する優れた技術である。対象
としている建築物の階数が多くないため、一つの積層
ゴムに作用する軸力が小さくなり免震構造の周期を大
きくすることが難しい中、上部構造にプレストレス
ト・コンクリート構造を応用することにより柱本数を
減らしてこの難点を解決している。また塑性変形能力
の大きなクロムモリブデン鋼を用いたダンパーを開発
し、さらに中小地震向けのオイルダンパーを組み合わ
せるなど、現在の免震構造の形の一つの原点となった
技術である。免震構造の場合、上部構造に大きな靭性
は必要ではなく剛性と強度が必要であるため耐震壁を
有効配置し、建築計画の面からも免震構造の特長を生
かしていることも高く評価できる。また、このシステ
ムを応用して外部振動による微振動を制御した物件に
も適用しており、汎用性の高いシステムである。

（和田　章）
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技術賞

建物外観

建築概要
建築地：東京都府中市日鋼町１番９

建築主：第一生命保険（相）
設計監理：ñ日本設計（意匠,構造） ñ松田平田（設備）
施工：清水建設ñ、鹿島建設ñ、ñフジタ、三井建設ñ JV
竣工：1992年9月
建築面積： 4,796.31 ㎡（建物全体 7,225.25㎡）
延床面積：37,845.63 ㎡（建物全体：45,379.10㎡）
階数：地上７階、地下1階　高さ41.4m
構造：免震構造、鉄骨鉄筋コンクリート造

免震化した経緯及び企画設計等
生命保険会社のオンライン情報センターであるA棟は、

地下1階床下に免震ピットを設け、免震部材（鉛プラグ

入り積層ゴム）を柱下に挿入した基礎免震の建物である。

建物機能上、大地震後にも機能が維持される必要があり、

また、ライフサイクルの過半を過ぎても「過去の建築」と

ならないことが求められた。これら「維持性」を高めるた

めに、免震構造を採用した。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容
建物のフレキシビリティーの確保と、長周期化による免

震効果の向上のため、平面計画は8.1m×14.4ｍの大ス

パンを基本とし柱本数を少なくすることで、免震部材に軸

力を集め、最大で直径1,500mm（最大軸力1,670tf）

のものを用いている。

当時、これだけの大径のものは、実績が無く、加硫接着

の技術の信頼性も低くなることが懸念され小さい径のもの

を複数基設置することも検討したが、大径のほうが高面圧

においてもより安定した変形性能を有するため、免震部材

は柱下1基の配置とし、信頼性等は実大実験等により検

証した。

また、免震の宿命でもある免震エキスパンションにおけ

る「縁」を切るデザインを、ややオーバースケールの「免

震手摺」などを考案し、地震のダイナミックな「動き」と

それに対する免震の存在を常に意識することができるもの

としている。

免震手摺

第一生命府中ビルディング

選評
第一生命府中ビルディングは、生命保険会社の主力

電算事務センターであり、24時間、365日ノンダ
ウンという高度な安全性、信頼性が求められた情報処
理の中枢である。
本建物が設計、施工された、今から10数年前には、
免震構造は技術的に良く知られた構造方式ではあった
が、実例も少なく中小規模の時代であった。
そんな時代に、これだけ大規模で高度な安全性が求

められる建物に免震構造を採用することについては、
多少の不安もあり、建築主としての最終結論がなかな
か出なかったようであるが、人と情報機器の機能保全
を重視し、採用が決定された。
地震応答シミュレーションによると、免震構造の採

用により、基準階の応答加速度が一般耐震構造の建物
の場合に比べて5分の1以下に低減されていること
等から建物の「維持性」をいかに高めるかを追求した
成果として高く評価されるとともに、それ以後の免震
構造の大規模建築への採用の足がかりとなった意味で
作品賞に値する重要な作品と考える。 （石原　直次）

作品賞
株式会社大林組　沼本要七、橋本康則、寺村　彰、奥田幸男
株式会社ブリヂストン　芳沢利和

設計者：株式会社日本設計　中川　進、長堀嘉一


	aw-2kai-sa.pdf
	第一生命府中ビルディング


